
注射剤処方率評価結果公開
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患者単位の適正性評価
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食品医薬品庁による
老人患者への薬物使用の評価

• 食品医薬品庁は老人患者の薬物使用現況分
析及び適切性研究を実施。

• 米国のBeer’s criteria(科学院サイト参照)に該当
する件数。
– http://www.niph.go.jp/soshiki/ekigaku/BeersCriteriaJapan.pdf

• 審査評価院の＜DUR対象医薬品＞中の特定年
代禁忌に該当するものの数。

• ２００３→２００５年の推移をみた
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６５才以上老人患者医薬品処方実績

区分 2003年 2004年 2005年

65才以上老人患者
診療人員

3,438,767

（100）

3,642,307 3,809,727

（110.8）

処方件数 53,436,826

（100）

60,381,830 68,348,960

（127.9）

薬品使用量（個） 45億３，９６７万 54億9,811万 64億8,697万

65才以上老人薬品
費

8,766億8,131万

(100)

1兆1,757億2,820
万

1兆4,878億6,987
万（169.7）

65才以上老人一人
当たり処方件数

15.54 16.58 17.94

65才以上老人一人
当たり薬品費

254,941 322,798 391,000
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２００３ ２００４ ２００５

Beer’s Criteria 8,489,889 8,702,918 8,766,770

Propranoｌol 316,850 346,880 383,466

Methocarbamol 349,856 344,751 364,960

Indomethacin 52.6 56.9 71(124.8)

処方件数 53,436,826（100） 60,381,830 68,348,960（127.9）

老人患者への不適切な薬物処方件数の推移

• Beer’s criteriaに従うと2005年の6835万件の処
方中876万件(12.8%)が不適切
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血液製剤事件の概要
自身の審評院訪問時の担当者からの聞き取り,南商堯柳韓大学教授による調査資料,久保田潔東大薬剤疫学教授の訪

問調査を参考に作成。

• 2006年,議員の要求で保健福祉部が審査評価院に「アシトレシンを
処方された患者リストを大韓赤十字に提供せよ」と命令。

• 2003年から2006年７月末までのAcitretin(合成ビタミンA誘導体;角化
症治療薬)成分を処方された患者251861名の個人情報を赤十字へ

提供、赤十字は献血状況及び製造された血液製剤の医療機関へ
の出庫現況を確認した。

• その結果－1285人が2679回献血していた。患者に輸血された血液
は3980unitであった。

• 2008年４月，今度は個人情報の２機関の共有が問題に

• 2009年1月血液製剤管理法により，個人情報の共有が法的に認め

られ，審査評価院は２週間毎に赤十字に危険薬物処方者のリストを
提供を再開。

• 現在赤十字は，審査評価院から提供されるリストと献血者を照合し
，不適切な製剤は使用しないようにしている。
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http://ejje.weblio.jp/content/%E5%90%88%E6%88%90
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